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研究成果の概要（和文）： 本研究は、１．孝子伝図・列女伝図の研究、２．『孝子伝注解』の中国語訳、３．
海外の幼学研究、４．新領域研究、の四課題から成る。
 １は、『武梁祠画象注解』(幼学の会)の原稿がほぼ完成し、参考図像の整理段階である。又、孝子伝図研究に
おいて、呉強華コレクションの出現が、今後の課題である。２は、セン雪艶教授による訳稿が終了した。３は、
白謙慎氏と共編の論著が近く刊行される。また、呉強華氏蔵テキ門生石床のテキ門生がソグド人であることを論
証、報告した。これによりソグド学国際シンポジウムが本年１１月に開催されることになった。４は、八幡縁起
の継続的な紹介、『平仮名本三国伝記』、『和漢朗詠集』などを公刊した。

研究成果の概要（英文）：This subjects of this research are as follows. 1 is research of images of 
Accounts of Filial Offspring and images Accounts of Outstanding Women. 2 is translation of 
Annotation of Accounts of Filial Offspring to Chinese. 3 is ancient young child's educational text 
in Asia. 4 is the new territory of this field.
In theme 1, we have completed the draft of Annotation on images of Wu Liang shrine, now sorting out 
the some images for this book. Especially, future task to research is the collection of Mr. Wu 
Qianghua. In theme 2, the translation is almost completed. In theme 3, the book on this theme is to 
published by co-organized with Prof. Bai Qianshen. In addition to this, I have proved that the テキ
門生 is the sogdite in conference presentation, as a result, International Symposium on Sogdolology 
in Nov. 2018 in China. In theme 4, we continue to research on Hachiman-engi, and published 
Hiragana-bon-Sangokudenki and Wakan-roueisyu.
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１．研究開始当初の背景 
古代幼学書とは、我が国の古代に中国よ

り舶載され、文学を始め文化一般に多大な
影響を与えた文献を言う。具体的には、太
田晶二郎氏が「幼学の書は、程度は低いも
のであるけれども、根柢的な影響を広範囲
に及ぼす。高尚なる文芸・思想等に至って
も、その史的考察に、当時の幼学書が何で
あったかを知って、之を考慮に入れる要が
ある」（｢｢四部ノ読書｣考」『歴史教育』
7･7、昭和 34 年 7 月。太田晶二郎著作集１
所収) と指摘した千字文（または新楽府）・
百詠・蒙求・和漢朗詠集や、「三注」と称
された千字文・蒙求・胡曾詩の注などを指
す。 
研究代表者の黒田は、この提言を受けて、

伊藤正義との共編による『和漢朗詠集古注
釈集成』全三巻(研究業績 35)や、玄恵法印
の『胡曾詩抄』（研究業績 37）などを公刊
してきた。そして、1983 年に幼学の会(代
表・黒田彰、後藤昭雄、東野治之、三木雅
博、山崎誠)を結成し、今日まで一貫して古
代幼学の研究に取り組んでいる。 
幼学の会は、これまで四次に亙る科学研

究費が交付され(これまで受けた研究費と
その成果等を参照)、下記の成果を公刊して
きた(C、D は研究成果公開促進費)。 

A『上野本注千字文注解』(和泉書院、
1989)   

B『諸本集成仲文章注解』(勉誠社、
1993) 

C『口遊注解』(勉誠社、1997)         
D『孝子伝注解』(汲古書院、2003) 
F『和林格爾漢墓壁画孝子伝図輯録』

(平成 20 年度報告書、内蒙古文物
考古研究所と共編) 

このうち本研究の意図、方法、研究対象を
体現する最大の成果は、巻末に「孝子伝図
集成稿」を含む、上記 D『孝子伝注解』で
ある。孝子伝、孝子伝図は、西野貞治氏が
「家族制度が極めて古くから発達した中国
では、その維持のために孝行の教化が徹底
され、孝行の実践例を掲げた孝子伝・孝子
図などと題する書が、孝経と共に童蒙の必
修書とされ、六朝末迄に十種以上も出現し
た。此等の書が盛行したことは種々の資料
から偲ばれるが…」(「陽明本孝子伝の性格
並に清家本との関係について」『人文研究』
7･6、昭和 31 年 7 月)と言われた古代幼学
書の一つで、我が国の万葉集や今昔物語集
から、井原西鶴『本朝二十不孝』まで、甚
大な影響を与え続けた。上記 D『孝子伝注

解』は、方法論として、文献学、図像学を
併用し、国際的にも高い評価を得ることが
できた。その結果、F の公刊に至ったので
ある。 
以上の成果は、中国、アメリカ等の研究

者にも大きな影響を与え、関連する研究が
世界各地で行われるとともに、幼学の会の
公刊した資料が中国語、英語等に翻訳され
ている。幼学の会も、海外の幼学研究を、
可能な限り紹介したいと考え、叢書「海外
の幼学研究」を刊行した(既刊６冊)。 

 
２．研究の目的 
本研究の理念は、二十世紀以来行き詰ま

りが指摘されて久しい国文学研究を、二十
一世紀における人文学の不可欠の一領域と
して再構築することにある。 
 
３．研究の方法 
本研究において、採用した方法は、単に文
献学のみによるのではなく、図像学の成果
を援用し、総合的な見地から、文物の質を
確定してゆこうとするものである。例えば、
中国の誇る国家文物武梁祠について、M・
ニラン女史が偽刻説を唱えたが(2005 年)、
これに対する反論は、文献学のみならず図
像学、石刻研究の観点を合わせ論じなけれ
ば不可能であった。 
 
４．研究成果 
本研究においての研究成果は、以下の四点に
まとめることができる。 
①孝子伝図、列女伝図の継続的研究 
中国武梁祠の総合的研究として、『武梁祠画
象注解』の公刊をめざし、その草稿はほぼ完
成した。 
②成果の中国語訳 
幼学の会による『孝子伝注解』の中国語訳を
企図したが、その訳稿がほぼ完成し、中国に
おいて出版の予定である。 
③海外の幼学研究との連携 
武梁祠偽刻説に対する中国、アメリカ、日本
の研究者による論文集を白謙慎教授と共編
し、近日中に刊行される。また、呉強華氏コ
レクションの一つが、最古のソグド人石床で
あったことを証明した。これにより、本年、
中国において、ソグド学をテーマとする国際
シンポジウムが開催される。 
④新領域の開拓 
継続して研究対象としてきた、日本の幼学に
関しては、八幡縁起、平仮名本三国伝記等の 
主要な本文を公刊した。 
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